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れ
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
職
員
が
男
性
ば
か
り
だ


た
ら

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ろ
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べ
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す
る
こ

と
が
で
き

ひ
い
て
は
住
民
生
活
の
質

の
向
上
に
つ
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が
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

　
他
に
も
自
治
体
が
主
催
す
る
市
民
向

け
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ナ

の
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壇
者
や
審
議
会
の
委

員
が
男
性
ば
か
り
に
な

て
い
な
い
だ

ろ
う
か

日
々
の
業
務
の
中
で

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
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識
す
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え
て
く
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こ
と
は
多
い
は
ず
だ

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